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沖縄県恩納村

　若
い
時
は
、
金
武
町
で
瑞
慶
山
商

店
を
経
営
し
、
多
く
の
人
と
ふ
れ
あ

い
、
今
は
、
お
ん
な
の
駅
「
な
か
ゆ

く
い
市
場
」
に
10
種
類
以
上
の
野
菜

を
季
節
ご
と
に
出
荷
、
毎
日
の
畑
仕

事
が
楽
し
い
と
語
る
。

　「
い
ろ
い
ろ
な
島
野
菜
作
り
に
挑

戦
す
る
こ
と
が
、
健
康
の
秘
訣
だ

よ
」
と
大
き
な
声
で
笑
う
元
気
な
お

ば
ぁ
ち
ゃ
ん
で
す
。

記
事
担
当
：
外
間
勝
嘉

シリーズ第8回

地域の元気なおじぃおばぁ

喜瀬武原区　瑞慶山春子（８８歳）



議　会　だ　よ　り 2第150号（令和3年11月22日）

歳入総額：138億6061万4千円

村税
17億5809万9千円
12.7% 財産収入

18億6990万3千円
13.5%

繰入金
12億4552万1千円
9.0%

その他
12億4957万4千円
9.0%

国庫支出金
55億8554万4千円
40.30%

自
主
財
源

61
億
2
3
0
9
万
７
千
円

44・2
%

依
存
財
源

77
億
３
７
５
１
万
７
千
円

55・8
%

村民税、固定資産税、
種別割・環境性能割
（旧軽自動車税）等

歳入内訳

財産運用（村有
地賃貸料、軍用
地料、預金利息
等）他

分担金及び負担金、繰越金、
使用料及び手数料、寄附金他

特別会計や基金
から持ってくるお金

国からの補助金

行政の格差をなく
すため、国から交付
されるお金

国や金融機関
から借りるお金

地方消費税、
ゴルフ場利用税他

村債
3億2575万3千円
2.4%

その他
４億5799万7千円
  3.3%

令
和
２
年
度
決
算

132億 7039万円 認定

特 別 会 計 水道事業会計歳　入 歳　出
収益的収入 収益的支出

16億1039万2千円

1億1025万5千円

7億8886万2千円

15億8842万1千円

1億979万9千円

7億4505万8千円

国民健康保険
後期高齢者医療
下 水 道 事 業

6億438万6千円 5億7830万8千円
資本的収入 資本的支出

2億9604万6千円 4億8412万円
※不足分は過年度分損益勘定留保資金で補てん

水　道　事　業

歳入に関する委員会質疑
質　「やんばるの自然」関連施設整備事業193万６千円の内容は
答　北部の観光施設の誘客を促進するため、多言語案内板を真栄田岬と海浜公園の２ヶ所に設置している。
質　村営住宅の共益費と学校給食費の未済額165万５千円について今後の取り扱いは
答　村営住宅の共益費について、現入居者は徴収予定で、退去者については努力したい。不納欠損についても今後検
討したい。

　　学校給食無償化以前の滞納給食費については、近隣市町村の状況を把握した上で検討し報告したい。
質　情報通信ネットワーク環境施設整備工事事業債1960万円について、将来的にどれくらいの支出を見込んでいる
か

答　令和３年度、約１億円のパソコン機器整備でほぼ事業は完了し、今後大掛かりな機器整備は想定していない。約
７年程度は現状の機器を活用し事業を展開する予定で、その後は補助金等情報収集しながら検討したい。

質

質

質

答

答

答

地方交付税
13億6822万3千円
9.9%

議　会　だ　よ　り3 （令和3年11月22日）第150号

記事担当：安里　周作

歳出に関する委員会質疑

歳出総額：132億7039万5千円
歳出内訳

総務費
40億5855万9千円
30.6%

民生費
１9億2977万4千円
14.5%

衛生費
13億6528万9千円
10.3%

農林水産業費
8億3237万8千円
6.3%

土木費
27億4567万5千円
20.7%

教育費
10億3927万4千円
7.8%

村の財産管理、情報処理、
選挙にかかったお金

高齢者、障害者
福祉、保育所、児
童手当などにかか
るお金

予防接種、検診、ごみ処理
などにかかるお金

漁港整備、農業の
振興にかかるお金

中小企業支援・
恩納村のPR等
にかかるお金

商工費
5億1194万5千円
4.1%

幼稚園、小中学校
の教育、スポーツ
振興にかかるお金

ダム、道路、河川、
村営住宅の整備・
維持管理にかかる
お金

村債として借りた
お金の返済金

議会費、消防費、
災害復旧費

　　　公債費
4億324万3千円
　　　　3.0%

令
和
２
年
度
決
算

その他
３億8425万8千円
　　　2.9%

132億 7039万円コロナ禍の決算

質　保健衛生費、予防費、委託料不用額1251万３千円について
答　コロナ禍により、任意予防接種や子供の予防接種を控える方が多くなったためである。
質　農産物生産奨励事業補助金3280万３千円について、コロナ禍での農薬や堆肥購入補助金、農産物出荷箱助成金
は支援として十分対応できたか

答　補助金に20％上乗せしたが十分ではなかった。但し、「今回の助成があって助かった」との話があったので全
体的には良かった。

質　農業振興費、シンカプロジェクト（レタス栽培）319万２千円について、定着する産業になるか。また今後の展
開は

答　地産地消という事で地域おこし協力隊を配置し、村内各ホテルと協議しながら進めている。但しレタスだけでは
経営が厳しく、今後においては、他品目を栽培するなど、掛け合わせた新たな展開を模索している。

質　ふれあい体験学習センター指定管理委託料1080万９千円について、コロナ禍の影響は。またオンライン体験学
習とは

答　指定管理料の増額等要望はない。オンライン体験学習は、コロナ禍で修学旅行の生徒を対象に、工作物を作る過
程等をオンラインで発信している。

質

質

質

質

答

答

答

答



議　会　だ　よ　り 4第150号（令和3年11月22日）

主
な
事
業

令和２年度に実施 された主な事業

304万7千円

ローカル認証制度導入支援委託業務

沿岸海域環境保全事業

3508万6千円

※沿岸海域の保全活動を実施し、サンゴ礁の再生と
感染症拡大に伴う観光産業（ダイビング事業者）の
低迷への対策として雇用機会の創出を行う。

公立学校情報機器購入事業

1億561万1千円

※１人１台のタブレット端末と高速大容量の通信
ネットワークを整備することで、多様な子供たちに
個別最適化され、資質・能力が育成できる教育ICT環
境を実現する。

※恩納村の地域特性を生かしたブランドの確立を目指す。
・農産物対象品目の検討
・観光産業（グリーンフィンズ）

1億6522万円

勢高排水路整備事業
※降雨時の水路増水による冠水被害の発生を防止する。
・水路改修総延長：982ｍ

1520万円

高校生就学支援緊急助成事業
※感染症拡大に伴う経済状況の悪化のため、高校生を抱え
る保護者に対し、一人５万円を助成し経済的負担の軽減を
図る。

議　会　だ　よ　り5 （令和3年11月22日）第150号

記事担当：安里　周作

主
な
事
業

令和２年度に実施 された主な事業
特別定額給付金事業

11億1665万5千円

※感染症緊急経済対策で、一人10万円を支給。
・実施期間：令和２年５月８日～８月20日
・対 象 者 ：11,137人
・給付実績：11,070人

地域防災計画の策定

849万2千円

※国及び県の防災計画との整合性を図り、防災に対
する本村の防災体制をより効果的で実効性のある計
画にする。

外出支援サービス委託料

1126万4千円

※一般交通機関の利用困難な在宅高齢者に対し、自宅
と医療機関の送迎をし定期受診に係る負担を軽減する。
・利用実人数：76人
・総利用件数：1,664件

地域包括支援センター業務

1264万2千円

※高齢者の日常心配事相談や介護状態になる事の予
防、要介護者と介護者の総合的支援、虐待防止及び
権利擁護のための必要な支援を行う。

赤土等流出防止営農対策促進事業

1046万4千円

※農地等からの赤土等流出防止対策の促進、持続的
な流出防止体制の構築



議　会　だ　よ　り 6第150号（令和3年11月22日）

PFOS 　PFOA 　調査

　恩納村議会基地問題対策委員会では、令和3年９月１７
日の新聞各紙の新聞紙面において、金武地区公園西側の
米軍キャンプ・ハンセン、フェンス沿いの海に続く排水路か
ら有害な有機フッ素化合物PFOSとPFOAが検出されたこ
とを受け、同月24日委員(6名)を招集し委員会会議を開き
ました。同じキャンプ・ハンセンを取り巻く本村としても長
期に渡る米軍夜間訓練による照明弾や実弾演習場として
使用された場所においても、これまでに幾度となく火災等
の訓練事故が発生している事から、演習地内において、泡
消火剤(有機フッ素化合物を含むとされている)の使用も否定できない。先祖代々から受け継がれ、連山か
ら湧き出る自然豊かな水は今現在、各々の行政区が管理し区民が雑用水として利用しています。立ち入り
を禁止されている軍用地内に取水源のある区では、自由に現場確認、調査も出来ないことから地域住民
は、多大な恐怖と不安を禁じ得ないことから、村民の生命と安全、安心な暮らしを守る立場にある本村議

会は、恩納村当局に対し、軍用地内現場調査と村内１５行政
区の主要河川口、及び雑用水取水口からの水質調査を実
施し、調査の結果報告を早急に行うよう要請しました。
　PFASは危険な有機フッ素化合物で、約5千種が知られ
ている。代表的なものにPFOSとPFOAがある。
　PFASは１９４０年代に開発され、現在まで世界中で様々
な用途に使われてきた。その種類は３５００～５０００種あると
言われ、その中で最も広く利用され、研究されているのが
PFOSとPFOAである。これらは界面活性効果、撥水性、撥

油性を有し、極めて安定で生体内や自然環境中に長く残留、蓄積する。
　PFOS、PFOAなどの有機フッ素化合物は、自然界では、ほとんど分解されず、汚染された水を飲み続け
た時などに、体内に蓄積される。　
　PFOSとPFOA泡消火剤油圧作動油などに利用されていた残留有機フッ素化合物。２０００年頃から体内
がんや胎児・乳児の発育障害の原因となる恐れが指摘され、国内で製造・使用が禁止された。
　PFHxS(ピーエフへクスエス)人体に有害な影響が指摘されている有機フッ素化合物。発がん性が指摘
されているPFOSの代替物質として消火剤として使われている。コレステロール値や肝機能への影響が
指摘されている。
　米国の環境保護庁は２０１６年飲料水の健康勧告値を1㍑あたり７０ナノグラムと定めた日本は基準値な
し。

　日本国の水質基準暫定目標値が20，4月1日に設定された。(1㍑あたり５０ナノグラム)　　
　泡消火剤燃焼物の表面を大量の泡で覆い、冷却及び窒息効果で消火する薬剤。放出された泡は長時間
消えないため、再着火の危険性が少なく、石油などの引火性液体危険物の火災に威力を発揮する。近年、
有機フッ素化合物PFOS など国際的に規制が進んでいる有害物質を含む製品が問題となっている。

水
質
調
査

～村当局へ水質調査要請～

キャンプ・ハンセン

取水源のある軍用地内を望む（恩納村）

教えてナビ
ーちゃん

議　会　だ　よ　り7 （令和3年11月22日）第150号

記事担当：山田　政幸

※豪州のPFOSはPFHxSとの合計
※米国と日本はPFOS・PFOAの合計
※スウェーデンはPFOS・PFOA含む11物質の合計

諸外国のPFOS・PFOAの目標値

カナダ
豪州
米国
デンマーク
イタリア
スウェーデン
オランダ
英国
ドイツ
日本

600
70
70
100
―
90
530
300
300
50

200
560
70
300
500
90
―

10000
300
50

PFOS PFOA
 (単位:ng/L)

　恩納村議会基地問題対策委員会では、令和3年９月１７
日の新聞各紙の新聞紙面において、金武地区公園西側の
米軍キャンプ・ハンセン、フェンス沿いの海に続く排水路か
ら有害な有機フッ素化合物PFOSとPFOAが検出されたこ
とを受け、同月24日委員(6名)を招集し委員会会議を開き
ました。同じキャンプ・ハンセンを取り巻く本村としても長
期に渡る米軍夜間訓練による照明弾や実弾演習場として
使用された場所においても、これまでに幾度となく火災等
の訓練事故が発生している事から、演習地内において、泡
消火剤(有機フッ素化合物を含むとされている)の使用も否定できない。先祖代々から受け継がれ、連山か
ら湧き出る自然豊かな水は今現在、各々の行政区が管理し区民が雑用水として利用しています。立ち入り
を禁止されている軍用地内に取水源のある区では、自由に現場確認、調査も出来ないことから地域住民
は、多大な恐怖と不安を禁じ得ないことから、村民の生命と安全、安心な暮らしを守る立場にある本村議

会は、恩納村当局に対し、軍用地内現場調査と村内１５行政
区の主要河川口、及び雑用水取水口からの水質調査を実
施し、調査の結果報告を早急に行うよう要請しました。
　PFASは危険な有機フッ素化合物で、約5千種が知られ
ている。代表的なものにPFOSとPFOAがある。
　(追加)PFASは１９４０年代に開発され、現在まで世界中で
様々な用途に使われてきた。その種類は３５００～５０００種
あると言われ、その中で最も広く利用され、研究されてい
るのがPFOSとPFOAである。これらは界面活性効果、撥水

性、撥油性を有し、極めて安定で生体内や自然環境中に長く残留、蓄積する。
　PFOS、PFOAなどの有機フッ素化合物は、自然界では、ほとんど分解されず、汚染された水を飲み続け
た時などに、体内に蓄積される。　
　PFOSとPFOA泡消火剤油圧作動油などに利用されていた残留有機フッ素化合物。２０００年頃から体内
がんや胎児・乳児の発育障害の原因となる恐れが指摘され、国内で製造・使用が禁止された。
　PFHxS(ピーエフへクスエス)人体に有害な影響が指摘されている有機フッ素化合物。発がん性が指摘
されているPFOSの代替物質として消火剤として使われている。コレステロール値や肝機能への影響が
指摘されている。
　米国の環境保護庁は２０１６年飲料水の健康勧告値を1㍑あたり７０ナノグラムと定めた日本は基準値な
し。

　日本国の水質基準暫定目標値が20，4月1日に設定された。(1㍑あたり５０ナノグラム)　　
　泡消火剤燃焼物の表面を大量の泡で覆い、冷却及び窒息効果で消火する薬剤。放出された泡は長時間
消えないため、再着火の危険性が少なく、石油などの引火性液体危険物の火災に威力を発揮する。近年、
有機フッ素化合物PFOS など国際的に規制が進んでいる有害物質を含む製品が問題となっている。
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O
S 

な
ど
国
際
的

に
規
制
が
進
ん
で
い
る
有
害

物
質
を
含
む
製
品
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
。

泡消化剤って？

　
泡
消
火
剤
油
圧
作
動
油
な
ど
に

利
用
さ
れ
て
い
た
残
留
有
機
フ
ッ

素
化
合
物
。自
然
界
で
は
、ほ
と
ん

ど
分
解
さ
れ
ず
、汚
染
さ
れ
た
水

を
飲
み
続
け
た
時
な
ど
に
、体
内

に
蓄
積
さ
れ
る
。　

　
２
０
０
０
年
頃
か
ら
体
内
が
ん

や
胎
児・乳
児
の
発
育
障
害
の
原

因
と
な
る
恐
れ
が
指
摘
さ
れ
、国

内
で
製
造・使
用
が
禁
止
さ
れ
た
。

PFOS PFOA って

　
人
体
に
有
害
な
影
響
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
有
機

フ
ッ
素
化
合
物
。発
が
ん
性

が
指
摘
さ
れ
て
い
る

P
F
O
S
の
代
替
物
質
と

し
て
、消
火
剤
に
使
わ
れ
て

い
る
。コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値

や
肝
機
能
へ
の
影
響
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

PFHxS って
　
米
国
の
環
境
保
護
庁
は
２
０

１
６
年
飲
料
水
の
健
康
勧
告
値

を
１
㍑
あ
た
り
７０
ナ
ノ
グ
ラ
ム

と
定
め
た
日
本
は
基
準
値
な
し

　
日
本
国
の
水
質
基
準
暫
定
目

標
値
が
２０
，４
月
１
日
に
設
定
さ

れ
た
。

（
１
㍑
あ
た
り
５０
ナ
ノ
グ
ラ
ム
）

基準値
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一 

般 

質 

問

　
　
村
の
公
用
、公
共
施
設
は
。

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
令
和
２
年
度
策
定
し
た
公
共
施
設

個
別
計
画
、施
設
用
途
別
で
申
し
ま
す

と
広
域
行
政
施
設
（
役
場
・
ご
み
処

理
施
設
等
）４
施
設
、
５
棟
、
教
育
施

設（
子
育
て
施
設
・
幼
小
中
校
等
）３１

施
設
、
６１
棟
、
医
療
福
祉
施
設（
恩
納

ク
リ
ニッ
ク
・
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
）

６
施
設
、
６
棟
、
生
活
環
境
施
設（
公

園
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
）７
施
設
、１１
棟
、

産
業
経
済
施
設（
農
林
水
産
業
施
設
・

商
工
観
光
施
設
等
）３０
施
設
、
３９
棟
の

合
計
７８
施
設
、１
２
２
棟
で
す
。

　
　
公
用
、
公
共
用
の
財
産
を
こ
れ
ま

で
総
点
検
し
た
こ
と
が
あ
る
か
。

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
令
和
元
年
度
に
建
物
劣
化
調
査
業

務
と
し
て
、２
百
平
米
以
上
の
施
設
全

て
６２
施
設
の
目
視
点
検
を
行
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。

　
　
委
託
か
、
直
接
職
員
で
こ
れ
を
目

視
点
検
さ
れ
た
の
か
。

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
コ
ン
サ
ル
委
託
業
務
と
し
て
発
注
を

し
て
業
務
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
公
共
財
産
を
そ
れ
ぞ
れ
所
管
し
て

い
る
課
の
職
員
が
把
握
し
て
い
る
か
。

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
今
回
実
施
し
た
建
物
劣
化
調
査
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
に
お
き
ま
し
て
所

管
施
設
の
現
状
等
、
コ
ン
サ
ル
も
含
め

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
令
和
２
年
度
に

策
定
し
た
恩
納
村
公
共
施
設
個
別
計

画
に
所
管
施
設
担
当
職
員
が
直
接
計

画
内
容
を
作
成
し
、資
料
を
総
務
課
で

取
り
ま
と
め
、
所
管
す
る
施
設
の
修
繕

等
の
予
算
も
担
当
課
で
計
上
し
て
い

ま
す
。

　
　
２
０
３
０
年
代
か
ら
超
高
齢
化
社

会
に
な
り
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
は

避
け
ら
れ
な
い
。平
成
１２
年
以
降
の

建
物
が
多
く
、
築
後
３０
年
の
施
設
の

大
改
修
が
行
わ
れ
る
と
思
う
が
ど
う

す
る
か
。

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
令
和
２
年
度
に
恩
納
村
公
共
施
設

個
別
計
画
と
し
て
、公
共
施
設
の
維
持

管
理
等
更
新
費
用
概
算
に
つ
い
て
２
０

２
１
年
か
ら
２
０
３
０
年
ま
で
の
計
画

を
策
定
し
ま
し
た
。平
成
２８
年
度
に
策

定
し
た
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

の
改
定
を
進
め
て
い
く
予
定
と
し
て
い

ま
す
。

　
　
公
共
施
設
基
金
は
公
共
施
設
の
準

備
資
金
に
充
て
る
場
合
に
限
っ
て
使

う
の
で
あ
る
。令
和
２
年
の
監
査
委

員
の
意
見
書
で
述
べ
て
い
る
。そ
の
点

ど
う
か
。

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
今
後
企
画
課
と
の
話
に
な
り
、
村
の

計
画
と
し
て
普
通
建
設
費
を
抑
え
な

が
ら
事
業
計
画
を
つ
く
り
、普
通
建
設

費
の
部
分
の
多
く
の
活
用
に
な
ら
な
い

よ
う
努
力
し
た
い
。

　
　
現
在
使
わ
れ
て
い
な
い
施
設
は
あ

る
か
。

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
公
共
施
設
個
別
計
画
７８
施
設
で
は
、

喜
瀬
武
原
青
年
会
館
１
施
設
が
運
用

さ
れ
て
い
な
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
　
喜
瀬
武
原
の
青
年
会
館
、
ぼ
ろ
ぼ

ろ
に
な
っ
て
い
て
本
当
に
使
え
る
よ

う
な
施
設
じ
ゃ
な
い
。こ
れ
は
ど
う
す

る
か
。

　
　
社
会
教
育
課
長
　長
浜
健一

　
　
防
衛
局
の
要
綱
等
に
は
築
５０
年
の

耐
用
年
数
、減
価
償
却
等
が
ご
ざ
い
ま

す
。そ
の
分
、
途
中
ま
だ
４３
年
で
返
還

金
等
も
生
じ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す

の
で
、事
務
調
整
も
行
って
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
　
伊
是
名
村
の
ト
コ
ブ
シ
養
殖
場
が

平
成
１９
年
か
ら
休
止
状
態
で
放
置
さ

れ
て
い
る
。耐
用
年
数
が
残
っ
て
い
る

状
況
で
整
備
促
進
す
る
と
、
恩
納
村

に
補
助
金
を
返
還
す
る
事
に
な
る
と

回
答
が
あ
っ
た
が
事
実
か
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　宮
平
　覚

　
　
私
の
時
代
で
は
前
課
長
を
含
め
確

認
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
各
課
変
わ
る
ご
と
に
引
き
継
ぎ
し

て
い
る
か
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　宮
平
　覚

　
　
業
務
の
引
き
継
ぎ
は
ご
ざ
い
ま
す
。

補
助
金
の
返
還
発
生
ま
で
は
伺
っ
て
い

な
い
で
す
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
●
◆
◆
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◆
◆
◆

質質質

質質 質

答答答

答答 答

質

質質質

答

答答答

村
の
行
政
財
産
に
つ
い
て

仲
田
　豊
　議
員

今
回
の一般
質
問

議　会　だ　よ　り 8第150号（令和3年11月22日）

令和３年第６回恩納村議会定例会

議会会議録は議会事務局、各字公民館でご覧いただけます。
また、村ホームページ（議会ネット中継・会議録）からも検索できます。

一般質問（9月定例会）　〔●（白抜き）は今回掲載された質問です〕

○村の行政財産について

○恩納村の村史について

仲田　豊　議員 A967－8338 P10

●（株）まえだの件について

●危機管理について

喜納　正誠　議員 A967－8485 記載無し

○新型コロナ及びワクチンについて

安里　周作　議員 A966－8352 P15

○新型コロナウイルス感染拡大状況に

おける村当局の対応について

○全国学力テストの村内小中学校の結

果について

○OISTの構想に係る北側キャンパスに

ついて

吉山盛次郎　議員 A965－0669 P16

○コロナウイルス感染症について

○暴走行為による危険運転や騒音被害

について

○子育て世帯が住みやすい環境整備に

ついて

島袋　裕介　議員 A090-8919-8818 P17

※質問の要旨は、一般質問通告書でご確認下さい

○新型コロナウイルスについて

P11宮﨑　豊　議員 A966－2458

○恩納村ロケーション撮影に関する運

用要綱について　　　　

○恩納村公共施設等の指定管理につい

て

P12山城　良一　議員 A090-1945-5511

○緊急事態宣言中の指定管理施設につ

いて

○幼小中学校における新型コロナウイ

ルス感染症対策について

P14大城　保　議員 A964－3841

○沖縄子供の貧困緊急対策事業などに

ついて

○『子供の貧困対策支援員の配置事

業』について

○『子どもの居場所の運営支援事業』

について

○コロナ感染症対策支援事業について

P13佐渡山　明　議員 A966－2443

12月定例会のご案内！！
12月定例会は、12月7日（火）開会を予定しています。
なお、会期や、一般質問などの詳細な日程については、議会事務局まで問い合わせください。
感染症対策を万全な上、皆様の傍聴を、お待ちしております。

【問い合わせ先】議会事務局　☎（098）966-１１９９
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年
齢
層
の
変
化
や
感
染
ル
ー
ト
の

傾
向
。

　
　
健
康
保
険
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
小
学
校
低
学
年
、未
就
学
児
への
陽

性
確
認
が
拡
大
し
て
お
り
ま
す
。経
路

別
で
は
、保
護
者
等
を
中
心
と
す
る
家

族
か
ら
の
感
染
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
　
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
状
況
。

　
　
健
康
保
険
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
９
月
８
日
現
在
、１
回
目
が
６
千
９

百
３４
人
、２
回
目
が
５
千
９
百
８５
人
の

方
が
既
に
接
種
を
済
ま
せ
て
い
ま
す
。

　
　
Ｇ
Ｍ
会
が
主
催
し
て
行
っ
て
い
る

ワ
ク
チ
ン
接
種
。

　
　
健
康
保
険
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
１
回
目
は
４
千
９
百
９９
人
、２
回
目
、

４
千
７
百
７５
人
の
方
が
接
種
を
済
ま

せ
て
お
り
ま
す
。Ｇ
Ｍ
会
を
は
じ
め
、協

力
団
体
で
あ
る
恩
納
村
観
光
協
会
、

恩
納
村
商
工
会
な
ど
に
対
し
こ
の
場

を
借
り
て
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
　
妊
婦
さ
ん
の
人
数
。

　
　
健
康
保
険
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
母
子
手
帳
の
発
行
件
数
か
ら
、５２
名

の
妊
婦
さ
ん
が
い
ま
す
。

　
　
先
月
、千
葉
県
で
コ
ロ
ナ
に
感
染
し

た
妊
娠
２９
週
の
妊
婦
が
自
宅
で
出
産

し
た
が
、搬
送
先
が
見
つ
か
ら
ず
、新

生
児
が
亡
く
な
る
と
い
う
痛
ま
し
い

事
故
が
あ
り
ま
し
た
。村
で
は
ど
の
よ

う
な
対
策
を
し
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

　
　
健
康
保
険
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
村
で
は
、従
来
か
ら
助
産
師
や
母
子

推
進
員
に
よ
る
妊
婦
訪
問
、健
康
観
察

を
行
って
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。ま

た
、
不
安
解
消
の
た
め
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

等
の
事
業
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
　
生
活
困
窮
家
庭
へ
の
支
援
、ど
の
よ

う
に
取
り
組
ま
れ
て
い
く
か
。

　
　
福
祉
課
長
　石
川
　司

　
　
緊
急
度
の
高
い
事
案
と
捉
え
、生
活

保
護
等
も
含
め
た
関
係
機
関
や
、ほ
か

の
制
度
へ
の
つ
な
ぎ
支
援
を
早
急
に
対

応
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
琉
球
新
報
は
、
生
理
の
貧
困
を
特

集
し
て
お
り
ま
す
。女
性
議
員
が
い
な

い
本
議
会
で
は
な
か
な
か
話
題
に
上

が
り
に
く
い
問
題
で
あ
り
ま
す
。役
場

内
で
も
ぜ
ひ
何
ら
か
の
対
応
を
検
討

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　
福
祉
課
長
　石
川
　司

　
　
民
間
の
女
性
の
活
動
団
体
（
村
内

居
住
）が
、そ
う
い
う
活
動
を
し
て
い
る

と
い
う
話
も
伺
っ
て
お
り
、
社
協
で
も

教
育
委
員
会
と
連
携
し
て
取
り
組
め

た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
　
学
校
教
育
課
長
　仲
村
泰
弘

　
　
学
校
教
育
課
は
、各
学
校
の
ト
イ
レ

に
幾
つ
か
予
備
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
沖
縄
県
宅
建
者
協
会
女
性
部

有
志
の
方
か
ら
、生
理
用
品
の
提
供
も

ご
ざ
い
ま
し
た
。そ
れ
は
養
護
教
諭
と

相
談
し
な
が
ら
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
学

校
に
分
配
す
る
か
、こ
れ
か
ら
やって
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
１
年
後
は
我
々
議
員
の
選
挙
が
あ

り
ま
す
。女
性
の
方
が
立
候
補
、
当
選

し
て
、
女
性
の
立
場
か
ら
村
民
の
声

が
村
政
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
●
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◆
◆
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宮
﨑
　豊
　議
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

つ
い
て

一 

般 

質 

問

議　会　だ　よ　り11 （令和3年11月22日）第150号

　
　
商
業
的
な
撮
影
行
為
が
及
ぼ
す
近

隣
住
民
へ
の
悪
影
響
防
止
、海
浜
区
域

の
適
正
利
用
を
図
る
観
点
か
ら
、
恩

納
村
海
岸
条
例
の
目
的
に
の
っ
と
り
、

海
浜
ゾ
ー
ン
に
お
け
る
撮
影
行
為
に

つ
い
て
定
め
る
も
の
と
あ
る
が
、条
例

の
何
条
に
定
め
が
あ
る
の
か
。法
的

根
拠
も
あ
る
の
か
。

　
　
建
設
課
長
　屋
良
朝
也

　
　
第
１
条
　
恩
納
村
が
海
岸
の
日
常

的
管
理
を
行
う
た
め
に
自
然
環
境
を

保
全
し
、
公
衆
の
福
祉
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。第
５
条
１
項
４
号

　
公
衆
の
海
岸
の
利
用
に
支
障
を
及

ぼ
さ
な
い
よ
う
、こ
れ
が
根
拠
と
な
る
。

　
　
こ
れ
は
海
岸
法
が
適
用
さ
れ
る
。

日
常
的
管
理
を
行
う
た
め
の
必
要
な

事
項
と
は
何
な
の
か
。海
岸
法
と
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
撮
影
と
の
関
連
は
あ
る

の
か
。

　
　
建
設
課
長
　屋
良
朝
也

　
　
地
域
の
近
隣
住
民
の
方
に
迷
惑
を

及
ぼ
さ
な
い
使
い
方
を
さ
せ
る
。ロ

ケ
ー
シ
ョン
と
の
関
係
は
特
に
な
い
。

　
　
観
光
協
会
が
写
真
撮
影
を
す
る
に

当
た
っ
て
、
条
例
と
の
関
連
性
、
撮
影

と
関
係
が
あ
る
の
か
。

　
　
建
設
課
長
　屋
良
朝
也

　
　
海
岸
利
用
の
秩
序
を
守
ら
な
く
て

不
法
な
行
為
を
行
う
方
々
が
い
ま
す
の

で
、ロ
ケ
ー
シ
ョン
撮
影
に
関
す
る
運
用

要
綱
が
で
き
た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
撮
影
と
海
岸
条
例

は
別
で
あ
り
、
海
岸
条
例
を
遵
守
し
て

やって
い
る
。

　
　
手
数
料
の
徴
収
１
件
に
つ
き
３
千

円
、
内
１
千
円
は
自
治
会
に
納
付
す

る
も
の
と
あ
る
が
、こ
れ
ま
で
徴
収
し

た
件
数
、金
額
、自
治
会
に
納
付
し
た

件
数
、金
額
に
つ
い
て
。

　
　
商
工
観
光
課
長
　山
田
俊
幸

　
　
観
光
協
会
か
ら
の
資
料
に
よ
り
ま

す
と
、申
請
件
数
２
千
６
百
８４
件
、手

数
料
収
入
８
百
４８
万
７
千
円
、
自
治

会
へ
支
払
っ
た
金
額
が
３
百
万
４
千
円
、

３
千
４
件
と
な
って
い
ま
す
。

　
　
３
千
円
の
内
の
１
千
円
。１
条
に
基

づ
き
地
域
の
保
全
、
環
境
を
守
る
と

い
う
観
点
か
ら
自
治
会
で
や
る
よ
う

な
方
向
は
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
商
工
観
光
課
長
　山
田
俊
幸

　
　
通
常
な
ら
自
治
会
で
の
申
請
業
務

と
な
る
が
、
代
行
業
務
と
し
て
、
観
光

協
会
が
行
って
い
ま
す
。

　
　
配
分
の
在
り
方
も
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
。

　
　
商
工
観
光
課
長
　山
田
俊
幸

　
　
加
算
、
そ
う
いっ
た
部
分
も
考
え
て

い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
教
育
施
設
と
し
て
１３
施
設
の
管
理

に
関
す
る
協
定
書
が
締
結
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
大
規
模
改
修
、
長
寿
命
化

改
修
な
ど
、修
繕
等
に
は
乙
、つ
ま
り

指
定
管
理
者
が
負
担
す
る
も
の
と

な
っ
て
い
る
。今
後
、甲
、つ
ま
り
役
場

が
負
担
す
る
も
の
に
変
更
で
き
な
い

か
。

　
　
社
会
教
育
課
長
　長
浜
健一

　
　
施
設
の
改
修
・
修
繕
等
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
指
定
管
理
者
に
負
担
を
お

願
い
し
た
い
。

　
　
教
育
関
係
は
修
繕
等
、
大
き
い
も

の
は
字
持
ち
、
収
益
事
業
を
や
っ
て
い

る
と
こ
ろ
は
逆
な
ん
で
す
。今
後
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

　
　
村
長
　長
浜
善
巳

　
　
１３
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
村
公
共

施
設
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
が
、

他
の
公
共
施
設
と
は
目
的
が
異
な
る

こ
と
か
ら
、
修
繕
等
は
各
字
に
お
願
い

し
て
い
き
た
い
。

　
　
営
利
目
的
の
施
設
は
。協
定
書
の

内
容
が
違
う
。小
さ
な
修
理
に
は
指

定
管
理
者
負
担
、
大
き
い
も
の
は
役

場
、利
益
の
あ
る
と
こ
ろ
は
優
遇
し
て

弱
い
と
こ
ろ
は
ほ
っ
て
お
く
ん
で
す

か
。再
度
、検
討
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
村
長
　長
浜
善
巳

　
　
今
後
財
政
事
情
等
を
検
討
し
な
が

ら
、
議
員
、
区
長
、
関
係
者
と
協
議
し

福
祉
行
政
へ
手
厚
く
手
だ
て
し
て
ま
い

り
た
い
。
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県
で
は
、
平
成
２８
年
度
か
ら
令
和

３
年
度
ま
で
の
６
年
間
を
、【
子
供
の

貧
困
の
集
中
対
策
期
間
】
と
位
置
づ

け
て
、１
つ
目
に
、『
子
ど
も
の
貧
困
対

策
支
援
員
の
配
置
事
業
』、
２
つ
目
に

は
『
子
ど
も
の
居
場
所
の
運
営
支
援

事
業
』を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
問
題

は
一
向
に
改
善
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

初
め
に
、子
供
の
貧
困
の
基
準
、そ
の

定
義
を
伺
い
ま
す
。

　
　
学
校
教
育
課
長
　仲
村
泰
弘

　
　
貧
困
に
は
、
衣
食
住
な
ど
の
生
き
て

い
く
た
め
に
必
要
最
低
限
な
物
資
、
経

済
力
が
欠
け
て
い
る
状
況
の
「
絶
対
的

貧
困
」
と
、
社
会
で一般
的
と
な
って
い

る
生
活
水
準
に
達
し
て
い
な
い
状
況
の

「
相
対
的
貧
困
」が
あ
り
ま
す
。

　
　
村
小
中
学
生
の
要
保
護
、
準
要
保

護
認
定
者
の
総
数
。ま
た
、
村
北
側
の

名
嘉
真
か
ら
谷
茶
、
冨
着
か
ら
宇
加

地
ま
で
に
分
け
た
人
数
を
伺
い
ま
す
。

　
　
学
校
教
育
課
長
　仲
村
泰
弘

　
　
認
定
者
総
数
が
２
４
３
人
、村
北
部

（
名
嘉
真
区
か
ら
谷
茶
区
）
の
認
定
者

数
が
１
２
９
人
、
村
南
部
（
冨
着
区
〜

宇
加
地
区
）の
認
定
者
数
は
、
１
１
４

人
で
あ
り
ま
す
。

　
　
前
年
度
と
比
べ
て
減
っ
て
い
る
か
。

　
　
学
校
教
育
課
長
　仲
村
泰
弘

　
　
前
年
度
に
比
べ
、
児
童
生
徒
数
で
１６

人
増
加
し
て
い
る
。

　
　
村
に
は
２
名
の
貧
困
対
策
支
援
員

が
い
ま
す
。配
置
し
た
目
的
を
伺
い

ま
す
。

　
　
学
校
教
育
課
長
　仲
村
泰
弘

　
　
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
、

家
庭
を
い
ち
早
く
必
要
な
支
援
に
つ
な

げ
、学
校
内
に
限
ら
ず
関
係
機
関
等
と

連
携
し
、
早
急
に
支
援
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
　
沖
縄
本
島
内
に
あ
る
２６
市
町
村
の

中
で
居
場
所
が
な
い
の
は
恩
納
村
を

含
め
、
わ
ず
か
４
町
村
で
す
。今
年
の

３
月
末
時
点
で
、
沖
縄
本
島
２６
市
町

村
の
中
に
子
ど
も
の
居
場
所
は
１
５

６
か
所
が
設
営
さ
れ
て
い
ま
す
。村
で

は
北
側
に
１
か
所
、南
側
に
１
か
所
必

要
だ
と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が
お
考

え
で
し
ょ
う
か
。

　
　
福
祉
課
長
　石
川
　司

　
　
貧
困
世
帯
に
は
、
さ
ら
に
ひ
と
り
親

で
１８
歳
未
満
の
子
ど
も
を
抱
え
て
い
て

貧
困
に
占
め
る
割
合
が
５
０
％
ぐ
ら
い

あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
そ
こ
も
踏

ま
え
て
早
急
に
協
議
を
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
　
子
供
の
貧
困
の
具
体
事
例
を
皆
さ

ん
に
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。ま
ず

１
例
目
で
す
。夜
の
１０
時
ま
で
預
か
っ

て
い
て
、子
ど
も
た
ち
が
気
軽
に
通
所

で
き
、
安
心
し
て
過
ご
せ
る
場
所
を

提
供
し
て
い
る
。食
事
の
関
心
を
促

す
た
め
に
、調
理
実
習
、食
事
支
援
や

学
年
に
応
じ
た
教
材
を
使
っ
た
学
習

支
援
、Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
の
学
生
に
よ
る
化
学

実
験
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。２
つ
目

の
事
例
、平
日
の
夕
食
、土
曜
日
や
休

校
日
の
昼
ご
飯
の
提
供
、
宿
題
な
ど

の
学
習
支
援
、
ま
た
自
然
観
察
や
農

作
業
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
、
キ
ャ

リ
ア
学
習
も
行
っ
て
い
ま
す
。夜
の
８

時
ま
で
開
所
し
て
い
ま
す
。定
員
は
３０

人
ぐ
ら
い
だ
と
お
っ
し
ゃっ
て
い
ま
し

た
。当
然
の
こ
と
な
が
ら
無
料
な
ん
で

す
。感
想
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
福
祉
課
長
　石
川
　司

　
　
恩
納
村
の
実
情
に
あ
っ
た
内
容
で
、

現
状
把
握
に
努
め
て
展
開
し
て
い
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　
　
支
援
を
待
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち

は
時
間
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
は

私
じ
ゃ
な
く
て
子
ど
も
が
言
っ
て
い
る

と
思
っ
て
聞
い
て
い
た
だ
き
た
い
。ふ

る
さ
と
納
税
の
子
育
て
基
金
を
活
用

し
て
、す
ぐ
に
で
も
補
正
予
算
を
組
ん

で
実
現
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
村
長
　長
浜
善
巳

　
　
子
ど
も
の
貧
困
、
沖
縄
県
で
は
特
に

問
題
と
な
って
い
ま
す
。そ
の
中
で
村
の

実
情
に
合
わ
せ
た
、ま
た
情
報
収
集
も

し
な
が
ら
関
係
団
体
、担
当
課
と
協
議

し
て
ま
い
り
た
い
。
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　現
在
の
状
況
、
経
営
状
況
も
含
め

て
、ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
ま
す
か
。

　
　商
工
観
光
課
長
　山
田
俊
幸

　
　
休
館
し
て
い
る
４
施
設
は
、
収
入
の

損
失
が
生
じ
て
い
る
現
状
で
あ
り
ま
す
。

　
　社
会
教
育
課
長
　長
浜
健一

　
　
赤
間
総
合
運
動
公
園
も
、
厳
し
い

経
営
状
況
と
な
って
い
ま
す
。

　
　
村
は
指
定
管
理
者
に
対
し
て
何
ら

か
の
休
業
要
請
等
は
行
っ
た
の
か
伺

い
ま
す
。

　
　社
会
教
育
課
長
　長
浜
健一

　
　指
定
管
理
者
と
協
議
し
休
館
と

な
って
い
ま
す
。

　
　休
業
に
至
っ
た一番
の
理
由
は
何
だ

と
思
い
ま
す
か
。

　
　商
工
観
光
課
長
　山
田
俊
幸

　
　
人
流
を
止
め
る
こ
と
、
ま
ず
安
心
、

安
全
、
そ
の
辺
を
重
視
し
閉
め
て
い
ま

す
。

　
　
営
業
し
て
い
る
施
設
と
、休
館
、休

業
し
て
い
る
施
設
が
あ
り
ま
す
。そ
の

違
い
は
何
か
。

　
　商
工
観
光
課
長
　山
田
俊
幸

　
　「
お
ん
な
の
駅
」は
、農
産
物
生
産
者

の
販
路
確
保
に
よ
る
所
得
維
持
を
考

慮
し
、地
域
住
民
の
買
い
物
支
援
と
位

置
づ
け
、営
業
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

　
　
営
業
、
休
業
し
て
い
る
指
定
管
理

施
設
の
取
扱
い
が
曖
昧
。統一基
準
を

設
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　商
工
観
光
課
長
　山
田
俊
幸

　
　
共
通
事
項
で
で
き
る
か
各
指
定
管

理
と
協
議
を
し
な
が
ら
、
対
処
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
厳
し
い
状
況
に
あ
る
指
定
管
理
者

に
対
し
、
指
定
管
理
料
の
増
額
や
支

援
を
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
で
対
応

で
き
な
い
か
。

　
　企
画
課
長
　喜
久
山
　隆

　
　
執
行
状
況
も
見
な
が
ら
今
後
、
効

果
的
な
コ
ロ
ナ
対
策
事
業
へ
臨
時
交
付

金
を
充
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
　
村
の
意
向
に
沿
っ
て
、
休
館
、
休
業
。

何
ら
か
の
支
援
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
が
。

　
　商
工
観
光
課
長
　山
田
俊
幸

　
　
コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
化
も
含
め
て
支
援

が
必
要
だ
と
考
え
、検
討
し
た
い
。

　
　
現
在
の
状
況
を
ど
の
よ
う
に
理
解

し
、そ
れ
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応

し
て
い
く
の
か
、村
長
に
伺
い
ま
す
。

　
　村
長
　長
浜
善
巳

　
　
村
内
の
事
業
所
、企
業
は
大
変
厳
し

い
状
況
を
迎
え
て
い
ま
す
。何
が
必
要

か
、皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を
し
支
援
し

た
い
。

　
　
感
染
状
況
と
感
染
防
止
対
策
を
伺

い
ま
す
。

　
　学
校
教
育
課
長
　仲
村
泰
弘

　
　
令
和
２
年
度
は
感
染
者
は
い
ま
せ

ん
。今
年
度
は
、合
計
２２
人
と
な
って
い

ま
す
。各
家
庭
で
の
検
温
と
記
録
、
登

校
時
の
玄
関
前
の
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
、

放
課
後
職
員
に
よ
る
校
内
消
毒
の
実

施
な
ど
を
行
って
い
ま
す
。

　
　
コ
ロ
ナ
感
染
を
懸
念
し
、
児
童
生

徒
の
登
校
控
え
が
確
認
さ
れ
た
。現

在
の
状
況
は
。

　
　学
校
教
育
課
長
　仲
村
泰
弘

　
　
９
月
７
日
現
在
、幼
小
中
全
体
で
４０

人（
３．７
％
）、９
月
１４
日
現
在
で
は
１１
人

（
１．０
％
）と
な
って
い
ま
す
。

　
　
児
童
、生
徒
の
心
の
ケ
ア
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
か
伺
い

ま
す
。

　
　学
校
教
育
課
長
　仲
村
泰
弘

　
　
学
級
担
任
と
養
護
教
諭
、
教
育
相

談
担
当
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
な
ど
が
組
織
的
に
対
応
し
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
　
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、家
計
が
急

変
し
た
家
庭
の
就
学
援
助
制
度
の
利

用
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　学
校
教
育
課
長
　仲
村
泰
弘

　
　
令
和
３
年
度
の
認
定
者
１
４
４
件

中
、収
入
減
を
申
請
理
由
に
し
た
方
が

１４
件
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
　
ま
だ
先
が
見
え
な
い
コ
ロ
ナ
感
染

症
、今
後
も
家
計
が
急
変
し
、家
計
が

逼
迫
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

周
知
は
。

　
　学
校
教
育
課
長
　仲
村
泰
弘

　
　
学
校
を
通
し
て
各
家
庭
への
周
知
と
、

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
周
知

を
行
って
い
ま
す
。

　
　
い
ろ
ん
な
方
法
で
援
助
を
必
要
と

し
て
い
る
方
へ
情
報
が
届
く
よ
う
努

め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
●
◆
◆
◆
◆
◆
◆

質質質提

質質質質 答答答答

答答答

質質質

質質質 答答答 答

答答答
大
城
　保
　議
員

緊
急
事
態
宣
言
中
の
指
定

管
理
施
設
に
つ
い
て

学
校
の
感
染
症
対
策
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Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
と
は
。

　
　
健
康
保
険
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
唾
液
等

か
ら
接
種
さ
れ
る
ウ
イ
ル
ス
は
少
な
い

の
で
、
ウ
イ
ル
ス
の
遺
伝
子
を
増
や
し

て
検
査
す
る
こ
と
を
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
の
陽
性
者
と
は
全
員
コ
ロ

ナ
感
染
者
か
。感
染
者
は
誰
が
認
定

す
る
か
。

　
　
健
康
保
険
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
の
陽
性
者
は
全
員
が
感
染

者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。感
染
と
は
、ウ
イ

ル
ス
が
体
内
に
入
り
増
殖
し
症
状
が

出
て
感
染
と
な
り
ま
す
。陽
性
者
も
、

症
状
が
出
て
い
る
感
染
者
も
、
ど
ち
ら

も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
有
し
て
い

る
た
め
、
感
染
予
防
措
置
が
必
要
に
な

る
。

　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
感
染
が
確
認
と

記
述
さ
れ
、
表
に
は
陽
性
者
確
認
状

況
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。感
染
の
判
断

と
い
う
の
は
誰
が
し
て
い
ま
す
か
。

　
　
健
康
保
険
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
し
て
い
る

感
染
症
陽
性
確
認
は
、
陽
性
者
に
統一

す
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。重
症
化
は
医

師
に
よ
り
診
断
さ
れ
、
症
状
の
定
義
に

よ
り
感
染
症
と
し
て
医
師
か
ら
届
出

が
さ
れ
る
。

　
　
恩
納
村
の
感
染
者
人
数
、
そ
の
感

染
者
が
重
症
化
、或
い
は
死
亡
例
、発

症
事
例
等
の
人
数
は
。

　
　
健
康
保
険
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
沖
縄
県
の
対
策
本
部
か
ら
電
話
で

連
絡
を
受
け
、
職
業
、
性
別
、
年
代
等

の
公
表
を
し
ま
す
。感
染
し
た
、
重
症

化
し
た
と
か
死
亡
等
の
報
告
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
　
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
、特
徴
は
。

　
　
健
康
保
険
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
恩
納
村
は
、
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
の
ワ
ク

チ
ン
を
使
用
し
て
い
ま
す
。特
徴
と
し

て
、
ヒ
ト
の
細
胞
内
に
取
り
込
ま
れ
る

と
、細
胞
内
で
ウ
イ
ル
ス
の
ス
パ
イ
ク
タ

ン
パ
ク
質
が
生
産
さ
れ
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
予
防
が
で
き
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
は
す
べ
て

遺
伝
子
ワ
ク
チ
ン
で
す
。そ
の
意
義
と

治
験
と
は
。

　
　
健
康
保
険
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
は
、

感
染
症
の
発
症
を
予
防
し
ま
す
。ワ
ク

チ
ン
を
受
け
た
方
が
、
感
染
症
発
症
が

少
な
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま

す
。治
験
と
は
、
病
気
に
効
果
が
あ
り
、

人
に
使
用
し
て
も
安
全
と
予
測
さ
れ

る
薬
の
候
補
と
し
て
選
ば
れ
ま
す
。人

に
お
け
る
試
験
を
臨
床
試
験
と
い
い
、

国
の
承
認
を
得
る
た
め
の
成
績
を
集

め
る
の
が
臨
床
試
験
、
治
験
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。

　
　
厚
生
労
働
大
臣
が
５
月
７
日
に
、

感
染
予
防
効
果
は
認
め
ら
れ
な
い
と

記
者
会
見
を
や
っ
て
い
ま
す
。疑
問
に

思
い
ま
す
。そ
こ
で
、
児
童
生
徒
若
年

層
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
対
応
は
。

　
　
健
康
保
険
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
７
月
か
ら
恩
納
村
は
個
別
接
種
、集

団
接
種
を
行
っ
て
い
る
。９
月
１４
日
現

在
、
１２
歳
以
上
、
中
学
生
は
１
９
３
人
、

高
校
生
で
は
１
５
２
人
の
方
が
実
施
を

済
ま
せ
て
い
ま
す
。

　
　
治
験
が
終
わ
っ
て
い
な
い
、安
全
性

が
確
認
で
き
な
い
と
の
事
で
、国
内
の

医
師
ら
４
５
０
人
が
ワ
ク
チ
ン
接
種

中
止
を
求
め
て
嘆
願
書
を
提
出
さ
れ

て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
感
染
に
対
す
る
予

防
方
法
は
。

　
　
健
康
保
険
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
有
効
な
予
防

方
法
に
加
え
て
、密
を
避
け
、せ
き
エ
チ

ケ
ッ
ト
や
手
を
洗
う
な
ど
、
マ
ス
ク
着

用
な
ど
の
実
施
が
引
き
続
き
重
要
だ

と
考
え
ま
す
。

　
　
免
疫
力
ア
ッ
プ
で
健
康
な
村
づ
く

り
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
掲

げ
て
、
健
康
増
進
に
取
り
組
む
村
づ

く
り
と
い
う
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。
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◆
◆
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◆
●
◆
◆
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◆
◆
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答答

答答

安
里
　周
作
　議
員

新
型
コ
ロ
ナ
及
び
ワ
ク
チ

ン
に
つ
い
て
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問
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村
内
陽
性
者
の
総
数
を
伺
い
ま
す
。

　
　
健
康
保
険
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
９
月
１４
日
現
在
、２
２
６
名
の
陽
性

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
陽
性
者
が
出
た
場
合
の
対
応
で
村

の
組
織
、そ
の
人
員
、陽
性
者
に
係
る

措
置
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
健
康
保
険
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
陽
性
が
確
認
さ
れ
た
と
き
電
話
報

告
が
あ
る
が
、
個
人
を
特
定
で
き
な
い
。

保
健
所
の
対
応
が
遅
い
と
い
う
こ
と
で

電
話
が
あ
っ
た
り
し
て
、
そ
こ
で
健
康

相
談
と
い
う
部
分
で
対
応
し
た
。体
制

と
い
う
こ
と
で
健
康
づ
く
り
係
１２
名
で

業
務
分
担
を
行
い
、対
策
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
　
自
宅
療
養
者
に
関
し
て
も
、
保
健

所
が
対
応
し
て
い
る
か
。各
自
治
体

に
お
い
て
い
ろ
い
ろ
な
対
応
が
あ
る

と
メ
デ
ィ
ア
で
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

村
は
具
体
的
な
行
動
は
で
き
な
い
か
。

　
　
健
康
保
険
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
県
も
陽
性
者
に
連
絡
で
き
な
い
と
い

う
状
況
が
あ
る
。市
町
村
に
ど
う
い
う

も
の
を
移
管
す
る
か
検
討
に
入
っ
て
い

る
。

　
　
自
宅
療
養
者
の
支
援
、
濃
厚
接
触

者
へ
の
宿
泊
助
成
と
か
で
き
な
い
か
。

　
　
健
康
保
険
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
現
在
、確
認
の
取
れ
た
陽
性
者
に
対

し
て
は
、
要
請
が
あ
れ
ば
食
料
品
、
日

用
品
、ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
等
支
給
は

行
って
い
る
。

　
　
感
染
し
た
場
合
、
身
寄
り
が
な
い
、

あ
る
い
は
子
供
が
い
る
、家
族
が
い
る
、

そ
う
い
う
中
で
の
対
応
は
ど
こ
に
頼

れ
ば
よ
い
か
。

　
　
健
康
保
険
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
健
康
保
険
課
の
ほ
う
に
電
話
を
い

た
だ
き
、相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
の
学
業
の
維

持
が
難
し
い
環
境
の
中
、ど
の
よ
う
な

結
果
だ
っ
た
の
か
。

　
　
学
校
教
育
課
長
　仲
村
泰
弘

　
　
小
学
校
６
学
年
で
は
、
国
語
、
算
数

と
も
に
全
国
平
均
正
答
率
を
上
回
って

お
り
、
中
学
校
３
学
年
で
は
、
全
国
平

均
正
答
率
を
下
回
って
ま
す
。

　
　
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
各
地
で
行
わ

れ
て
い
る
。村
の
状
況
は
。

　
　
学
校
教
育
課
長
　仲
村
泰
弘

　
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し

た
授
業
改
善
先
行
実
施
校
と
し
て
、安

富
祖
小
学
校
が
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。他
校
は
、
現
在
、
環
境
づ
く
り
を

行
って
お
り
ま
す
。課
題
は
、
フ
ィ
ル
タ

リ
ン
グ
ソ
フ
ト
の
整
備
で
、
各
学
校
か

ら
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
持
ち
帰
り
で

な
く
、各
家
庭
の
コ
ン
ピュ
ー
タ
ー
か
ら

の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
実
施
で
あ
れ
ば

可
能
と
な
る
状
況
で
す
。

　
　
同
時
双
方
向
型
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
、

可
能
で
す
か
。

　
　
学
校
教
育
課
長
　仲
村
泰
弘

　
　
安
富
祖
校
で
は
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
パ
ソ
コ
ン
が
な
い
子
は
登
校
し
て

教
師
の
指
導
を
受
け
授
業
を
行
う
方

法
、や
っ
て
い
ま
す
か
。

　
　
学
校
教
育
課
長
　仲
村
泰
弘

　
　
ネ
ッ
ト
環
境
に
接
続
で
き
な
い
家
庭

は
、最
初
の
頃
は
学
校
に
来
て
も
ら
って

授
業
を
受
け
る
こ
と
を
実
施
。ま
た
、

モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ
ー
を
貸
し
出
し
て
、オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
か
ら
村
の
ほ
う
に
呼
び

か
け
ら
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
企
画
課
長
　喜
久
山
　隆

　
　
あ
く
ま
で
も
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
自
体
の
構
想
。

詳
細
は
ま
だ
伝
え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
村
有
地
を
ど
う
い
う
形
で
運
用
し

て
い
く
か
構
想
は
あ
り
ま
す
か
。

　
　
企
画
課
長
　喜
久
山
　隆

　
　
ノ
ー
ス
キ
ャ
ン
パ
ス
に
つ
い
て
は
民
間

も
入
って
く
る
。今
、調
査
段
階
で
村
有

地
の
有
料
な
の
か
無
料
な
の
か
と
い
う

話
も
全
く
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
村
民
の
財
産
を
い
か
に
運
用
す
る

か
。お
答
え
く
だ
さ
い
。

　
　
村
長
　長
浜
善
巳

　
　
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
に
提
供
し
て
い
る
村
有
地

を
い
か
に
有
効
に
、
村
民
の
た
め
に
で

き
る
か
議
論
し
て
い
き
た
い
。
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答答
吉
山
盛
次
郎
　議
員

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
村
内
小

中
学
校
の
結
果
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
、
村
当

局
の
対
応
に
つ
い
て

Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
の
構
想
に
係
る
北

側
キ
ャ
ン
パ
ス
に
つ
い
て
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自
宅
療
養
中
の
感
染
者
へ
の
支
援

は
始
ま
っ
て
い
る
か
。

　
　
健
康
保
険
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
周
辺
に
頼
れ
る
人
も
い
な
い
と
い
う

こ
と
で
日
用
品
、
食
料
品
等
の
支
給
、

そ
の
ほ
か
に
薬
を
取
り
に
行
け
な
い
と

い
う
こ
と
で
職
員
を
派
遣
し
て
薬
を
取

り
に
行
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
も
ご
ざ
い

ま
す
。今
後
体
制
を
構
築
し
て
い
き
た

い
。

　
　
各
地
で
違
法
駐
車
が
見
ら
れ
ま
す

が
対
応
策
を
考
え
て
い
る
か
。

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
ダ
イ
ビ
ン
グ
ス

ポ
ッ
ト
で
の
、村
道
、農
道
で
の
路
上
駐

車
が
多
く
見
ら
れ
、
生
活
道
路
と
し
て

利
用
し
て
い
る
地
域
住
民
に
多
大
な

迷
惑
を
か
け
て
い
ま
す
。今
後
も
石
川

署
交
通
課
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
違

法
駐
車
の
取
締
り
強
化
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

　
　
県
道
６
号
線
、
仲
泊
海
産
物
付
近

か
ら
保
安
林
ま
で
路
上
駐
車
が
連

な
っ
て
住
民
の
生
活
道
路
を
塞
い
だ

り
、
早
急
に
対
策
が
必
要
だ
と
思
う

が
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　宮
平
　覚

　
　
保
安
林
に
駐
車
し
て
い
る
部
分
は
、

植
栽
も
含
め
て
侵
入
防
止
柵
を
考
え

て
い
ま
す
。

　
　
建
設
課
長
　屋
良
朝
也

　
　
県
道
な
ど
通
行
上
、
支
障
の
な
い
よ

う
に
、カ
ラ
ー
コ
ー
ン
な
ど
の
設
置
が
で

き
な
い
か
中
部
土
木
事
務
所
と
の
調

整
を
行
って
い
き
た
い
。

　
　
仲
泊
売
店
の
近
く
の
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
設
置
は
い
つ
予
定
し
て
い
る
か
。

　
　
建
設
課
長
　屋
良
朝
也

　
　
１０
月
ま
で
に
、
修
繕
を
完
成
さ
せ
た

い
と
思
って
い
ま
す
。

　
　
ド
リ
フ
ト
行
為
に
よ
る
騒
音
被
害

に
つ
い
て
、対
応
策
は
考
え
て
い
る
か
。

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
村
道
で
の
対
策
と
し
て
、
道
路
区
画

線
の
中
央
線
に
車
線
が
逸
脱
し
な
い

よ
う
な
チ
ャ
ッ
タ
ー
バ
ー
と
い
う
金
属

製
の
突
起
物
を
設
置
し
て
相
手
車
線

に
行
か
せ
な
い
よ
う
に
計
画
し
て
い
ま

す
。

　
　
仲
泊
交
差
点
か
ら
う
ん
な
中
学
校

前
の
交
差
点
ま
で
、
二
輪
車
通
行
規

制
区
間
に
で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
平
成
３０
年
７
月
、今
年
の
７
月
に
も

石
川
警
察
所
長
に
村
長
か
ら
要
請
文

と
し
て
提
出
は
さ
れ
て
い
ま
す
。協
議

の
中
で
石
川
署
か
ら
観
光
客
への
周
知
、

事
業
者
等
の
利
用
者
へ
の
説
明
を
強

く
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
村
長
　長
浜
善
巳

　
　
こ
れ
ま
で
関
係
す
る
区
、
商
工
会
、

観
光
協
会
か
ら
騒
音
に
対
す
る
被
害

が
大
変
と
い
う
要
望
が
た
く
さ
ん
挙

が
って
い
る
と
こ
ろ
で
す
。今
後
も
石
川

署
、地
域
の
皆
様
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、同
区
間
の
二
輪
車
夜
間
交
通
規
制

の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
思
って
い
ま
す
。

　
　
村
営
住
宅
や
定
住
促
進
住
宅
の
進

捗
状
況
は
。

　
　
企
画
課
長
　喜
久
山
　隆

　
　
名
嘉
真
区
に
予
定
し
て
い
ま
す
村

営
住
宅
、令
和
４
年
度
か
ら
始
ま
り
ま

す
北
部
振
興
事
業
を
活
用
で
き
る
よ

う
採
択
に
向
け
て
調
整
し
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
に
基
本
設
計
、
実
施
設

計
を
入
れ
て
、
令
和
５
年
度
に
工
事
着

手
の
予
定
で
す
。谷
茶
区
で
今
進
め
て

い
る
定
住
促
進
住
宅
、計
画
全
体
の
３

万
６
千
９０
平
米
の
う
ち
、３
万
７
百
２０

平
米
を
購
入
し
て
い
ま
す
。引
き
続
き

用
地
交
渉
を
実
施
し
な
が
ら
、令
和
４

年
度
に
基
本
設
計
、令
和
５
年
度
に
実

施
設
計
、
令
和
６
年
度
以
降
で
基
盤

整
備
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
子
供
を
遊
ば
せ
る
場
所
や
ス
ー

パ
ー
な
ど
の
商
業
施
設
が
必
要
だ
と

思
う
が
、予
定
、計
画
が
あ
る
か
。

　
　
企
画
課
長
　喜
久
山
　隆

　
　
商
業
施
設
の
誘
致
に
つ
い
て
具
体
的

な
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。村
と
し
て
も

若
者
の
定
住
化
を
図
る
た
め
に
は
商

業
施
設
の
誘
致
は
必
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　宮
平
　覚

　
　
前
兼
久
漁
港
南
側
に
、
公
園
整
備

を
国
と
事
業
採
択
に
向
け
て
調
整
し

て
い
ま
す
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
●
◆
◆
◆
◆
◆
◆

質 質

質

質質

質質質

答

答答答答

答答答

答答答

島
袋
　裕
介
　議
員

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
つ
い
て

暴
走
行
為
に
よ
る
危
険
運

転
や
騒
音
被
害
に
つ
い
て

子
育
て
世
帯
が
住
み
や
す

い
環
境
整
備
に
つ
い
て

一 

般 

質 

問

議　会　だ　よ　り17 （令和3年11月22日）第150号

議会の動き
8月　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・北部広域市町村圏事務組合議会第５８回定
例会　　　　　　　　　　（北部会館：議長）
・令和３年度北部市町村議会議長会第２回総
会　　　　　　　　　　　（北部会館：議長）

・令和３年第６回恩納村議会９月定例会・本会
議　　　　　　　　　　　　　　　 （開会）
・令和３年第６回恩納村議会９月定例会・本会
議一般質問　　　　　　　　　　　  （６名）
・令和３年第６回恩納村議会９月定例会・本会
議一般質問　　　　　　　　　　　  （４名）
・令和３年第６回恩納村議会９月定例会・本会
議　　　　　　　　　　　　　　　 （閉会）
・北部広域市町村圏事務組合例月出納検査
　　　　　　　　　　　　（北部会館：議長）

・経済建設民生委員会傍聴  （委員会室：議長）
・議会広報委員会第１回編集会議  （委員６名）
・北部広域市町村圏事務組合例月出納検査
　　　　　　　　　　　　（北部会館：議長）
・経済建設民生委員会傍聴  （委員会室：議長）
・村内農業団体要請対応　   （役場2階：議長）

26日

13日

15日

16日

29日

30日

5日
13日
14日

15日
18日

20日
21日

26日

28日

2日
4日

8日

9日

10日
12日
16日

17日
21日

22日

・議会広報委員会第2回編集会議  （委員６名）
・沖縄県町村議会議長会定例総会
　　　　　　　　　　　　（自治会館：議長）
・令和３年第７回臨時会議会運営委員会
　　　　　　　　　　　　　　  （議員６名）
・令和３年第７回恩納村議会臨時会

・議会広報委員会第３回編集会議  （委員６名）
・北部広域市町村圏事務組合と名桜大学との
懇談会　　　　　　　　　（名桜大学：議長）
・令和３年第８回臨時会議会運営委員会
　　　　　　　　　　　　　　  （議員６名）
・令和３年第８回恩納村議会臨時会
・米海兵隊司令官交代式
　　　　　　　　　　（普天間飛行場：議長）
・議会広報委員会第４回編集会議  （委員６名）
・安富祖ダム竣工式（安富祖ダム：議長他１名）
・北部広域市町村圏事務組合例月出納検査
　　　　　　　　　　　　（北部会館：議長）
・議会広報委員会第５回編集会議  （委員６名）
・西銘沖縄担当大臣視察対応
　　　　　　（万座毛周辺活性化施設：議長）
・議会だより「うんなＮｏ１５０」発行

9月　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

10月　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

11月　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　令
和
3
年
第
6
回
恩
納
村
議
会
定
例
会
の

最
終
本
会
議
に
あ
た
り一言
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　本
定
例
会
に
は
、
令
和
2
年
度
の
決
算
認
定

を
は
じ
め
、
多
く
の
重
要
議
案
が
提
案
さ
れ
、
議

員
各
位
が
熱
心
に
審
議
さ
れ
、全
議
案
が
滞
り
な
く
採
決
に
至
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　執
行
部
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、こ
れ
ま
で
の
議
会
の
審
議
の
過
程
に
お
い

て
、示
さ
れ
た
議
員
の
意
見
、要
望
を
十
分
尊
重
し
、今
後
の
村
づ
く
り
に

反
映
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
、切
に
希
望
い
た
し
ま
す
。

　申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
、
村
行
政
は
村
民
に
寄
り
添
い
、
村
民
の
生

活
に
直
結
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
使
命
で
あ
り
ま
す
。

　そ
の
た
め
に
は
、全
て
の
職
員
が
今一度
、恩
納
村
職
員
倫
理
規
定
を
精

読
し
、村
民
全
体
の
奉
仕
者
と
い
う
こ
と
を
自
覚
し
、村
民
の
疑
惑
や
不

信
を
招
く
事
の
な
い
よ
う
な
行
動
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　こ
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
我
々
議
会
も
自
ら
の
立
ち
位
置
を
十
分
に

自
覚
し
、中
立
公
平
に
村
政
を
チ
ェッ
ク
し
、応
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

　ま
た
、
緊
急
事
態
宣
言
の
中
に
お
き
ま
し
て
、
村
民
に
直
に
接
す
る
機

会
の
多
い
、職
員
の
皆
さ
ん
は
、村
民
が
安
心
し
て
日
々
の
生
活
が
で
き
ま

す
よ
う
、
常
に
村
民
支
援
の
目
線
で
引
き
続
き
業
務
に
勤
し
ま
れ
て
く
だ

さ
い
。

　議
員
各
位
は
更
に
自
己
研
鑚
や
調
査
活
動
を
と
お
し
て
、
村
民
の
生

活
が
豊
か
に
な
る
よ
う
ご
活
躍
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　最
後
に
、村
議
会
と
執
行
部
が
車
の
両
輪
の
ご
と
く
前
進
し
、よ
り一層

恩
納
村
が
発
展
す
る
と
共
に
、
全
て
の
村
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
こ
と

を
祈
念
申
し
上
げ
、あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

議
長
あ
い
さ
つ

又
吉
　薫
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題
字
：
恩
納
小
学
校
６
年
生
　
　
中
村
　
麻
桜
　
　
東
野
　
夏
姫
　
　
清
水
　
陽
色
　
　
池
原
　
心
寧
　
　
山
城
　
令
愛

「
議
会
だ
よ
り
」は
、１
字
、１
字
、心
を
込
め
て
、そ
し
て
力
強
く５
人
で
協
力
し
て
書
き
ま
し
た
。小
学
校
生
活
最
後
の
年
に
、素
敵
な
思
い
出
が
１
つ
出
来
ま
し

た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

な
か
む
ら

ま
  お

ひ
が
し
の

な
つ
め

し
み
ず

ひ
い
ろ

や
ま
し
ろ

れ
  あ

い
け
は
ら

こ
こ
ね


